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外1Ej iifr 数学（A) 数字（ B) 
l () : （）（）～lJ: 20 12:5（）～13: 50 14：・40～15:40
4,792人 4,792人 4,792人
4,585人 4,214人 4,031人
95.68% 87' 94% 84. 12% 
1 )J lUJ ( tl) 
:f�l千：l( B) [t[ 1三1宝rt 十士 三ヱエ》、
10:00～11:()() 12:30～13:50 14:40～15：・40
4,792人 4,792人 4,792人
1, 702人 4,485人 4,212人
35.32% 93. 59% 87.90% 
（注） 数学（A）：数学I， 数字：（ B）：数学II・工業数理簿記会計I ・II'




















け られた 民合所長の山高 な体験から， 「＇＊I依とな」と






































昭和40年4 )j IEL-'.d'l-11呼物館研究i l 
昭和48年9 J J It<! o：似JIJ!.(iff究！リi助教校
昭和51年6} J IEIι似地fill'究所教校




始まったH本のiHM�fi.llil!IJ『J•;. ;r;に， ｜；ぷ i iとして3）丸｜；ぷ
kとして3）主派j立され， jl] 艇におけるii）＼究生川の11止も
＇�＇..＇山な研究者の一人です。
平成4年2 )j発行 品..... 千 報 第330�j-
T】－－·
0 0 0 在来生合宿研修が開催される 0 0 0 
L一一一一一一一 志賀高原でスキー講習
今出で32[ij目を迎えるイ1：来生合宿研修が， 辻、る1月























このH， ブールサイドの会"(ii,,'..は1 I丸 ；J<.il"'.3, 51主で，
·1；·カ、｜；年りしきるうえ， ；j( 1f1iにはiN氷カミリi、リつめる＇J）�さ

























！ふIll教肢は， I.I｛.＼和29年3 J-J ·1；.；山大学工’7：古｜；屯）＜t:L'/:
十｜を卒業， 昭和38年3 }j斤：山大＇.＇＇／：工学部JJ)J l·， 昭和41
年4 J.J I司�＇j市i)J韓日1!i, H百千1142年4 J.J I古j’＇.＇｛：日｜；助教段， Ill｛千II




i 九'-I”jは， ：ι）＜－＼機器’手：， 工学博士ー 市山県II＼＇.身。
なお， 泌を旧教校は， 2 WJ 日を迎えるに 際して， 次の
ように抱負をfir+っておられます。













j午i''il；物＇｛＇(l：学十｜ （付事、｜』目立，：1·.1’γ：品／＇－Vi) ·1:·; ,,. f.＇，’j教1'1
カ＼よる1 JJ 31 H （令）刊’γ：Jtfil刊＇1'[ I �� i;O: fil；「f� 111 Iメ）
において， ‘，；＿ Jぷ：） irJ�：エネルギー？目；Jl\IJ}j �＇l'[fl·として，
j岨｜制作fl{ t句、すれh；（エネルキーl J'L＜日からぶ杉されました
\ii］教肢の研究分析は， fL;熱（物'ft特訓）促進機州．





全｜五｜でお名（熱部IJIJ201ノ！司 l正主L ;'i\; I”1 18名）の}j々カ、
表仰されましたが， ＇.＇／：，，依H.験名ーとしては11w一人の’i·n·
であリ， iM；子／：）主J持. J也城＋｜：会とのj主1Wの他l .＇‘』
な 立昧 をn，つものと �－，え ら れて いますべ
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異動区分 発令年月 日 氏 名 異動前 の 所 属 官職 異 動 内 ’合zモ・
昇 任 4 . 2 . 1 小西 照泰 助教授（教育学部） 教 授（教育学部）
II 松井 政 明 II II II II 
退 職 4 . 2 . 1 細川｜ 智司 技能補佐員（施設課機械操作手） 平成4年1月31 日限り退職した
ミJ ミ』
1:r主的奪還：言fli；：対将縄問特定；：iCj
本学の一般選抜出願の受付は， 去 る 1月22 日（水）か
ら31 日（金）ま での問実施され， 次頁の表の と おり入学
志願者数が確定しま した。
今年 度から導入した新しい入学試験の実施方式によ
り， 志願者数が どのよっに変化するか注 目 きれていま
したが， 各 日程別の志願倍率は前 期 日程が4 .9 倍， 後
期 日程6.5 倍， A 日程3.9 倍， B 日程9 .5 倍， 全 日程の







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































平成4年2月発行 �色寺一 報 第330号
平成4年度人文学部推薦入学の合格者発表




学部 寸.>-'-4一 科 募集人員 志願者数 受験者数 欠席者数 合格者数
文二音人子E� 
人 文 学 科 35 人 35 人 。 人 7 人
10 名程度
語学文学科 41 40 1 8 













関する人事 院規則（人事 院1 -18) 1. 17 
0職員の育児休業等（同19 - 0 ) 1. 17 
（告 示）
。 平成4年 度科学研究費補 助金 奨励研究（ B) 
による研究課題を公募する件（文部1 ) l. 4 
。 大学の名称を変更する件（同 4' 5) 1. 13 
。 短期大学の名称を変更する件（同6 ～ 8 ) 1.13 
- 9 -
平成4年2月発行 み同寺一 報 第330号
ミ』��












第 3 回国際交流委員会 （ 1 月17日）
（審議事項）
(1）平成4 年 度富山大学国際交 流事業基金各種事業
募集要項（案） について
(2) その他










第 1回入学試験実施委員会 （ 1 月2 1日）
（審議事項）
(1) 平成4 年 度富山大学入学者選抜学力検査実施要
項（案） について
(2) 平成4 年 度富山大学入学者選抜学力検査に伴う
構内整理細 目 （案） について
(3) 平成4 年 度富山大学入学者選抜健康 診断実施要
項（案） について




第 1 田入学試験委員会 （ 1 月2 1日）
（審議事項）
(1) 平成4 年 度富山大学入学者選抜学力検査実施要
項（案） 等について
第4国学園ヱユース編集委員会 （ 1 月27日）
（審議事項）
(1) 第7 5号学園ニュー ス の編集について
(2) 平成4 年度学園ニュー ス の発行計画について
(3) 第76号学園ニュー ス の発行について
第 3 回教務委員会 （ 1月30日 ）
（審議事項）
(1)  平成4 年 度非常勤講師の任用計画について
(2) その他










平成4 年1月14日（火）10時30 分から学長室において ，
成人になったことを祝し ， 小黒学長から新成人職員 5
名に記念品の贈呈が行われま した。
新成人職員は， 次のとおりです。
なお ， 新成人から それぞれコメン トをいた だきま し
たので ， 併せて紹介しま す。 （写真左から）
0鍋嶋美希（庶務部庶務課）
「成人式という社会人としての旅立ちの日を迎
え ， 大変嬉し く思っていま す。 21世紀の担い手
として幅広い視野を持ち ， ベ ス トを尽 くす精神
で精進しま す。 」
0川成淳也（ 人文学部 ・ 理学部）
「がんばる！！」
0市橋 希代子（教育学部）
「成人式を迎え， 周りの方々から一 人前 だと認
められ る年 齢になりま した。 でも ， 私自身はま
だま だ半人前 だということを， 常々痛感させら
れま す。 しかし ， これを機会に自他ともに認め
られる大人になれ るよう努力していきたいです。
ど うぞよろし くお願いしま す。」
0池田 由紀子（教育学部）
「成人式を迎えた私 ですが ， 両親をはじめ周り
の方々に甘えては、かりで＼自分一 人 で何一つ で
きていま せん。 これからは自分の行動に責任を
持っていこうと思いま す。




これからもよろし くお 願いしま す。 」
0安 田京子（工学部）
「去 る1 月15日に成人式を迎え ， いろいろな人
たちにお十兄いしていただきま した。 成人となっ












1 国立学校設置法及び学校教育 法の一部を改正する 法律（平成3 年法律第23号）， 大学設置基準の一部を改正
する省令（平成3 年6月3 日文部省令第24号）及び学位規則の一部を改正する省令（平成3 年6月 3 日文部
省令第27号）の施行に伴い， 学士が学位に位置付けられ るとともにその種類が廃止されたこと等に伴い， 所
要事項を改める。
2 学校教育 法施行規則等の一部を改正する省令（平成3 年11月14日文部省令第45号）の施行に伴い， 文部大
臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該課程を修了した者につい


































































第25条中第 5 号を第6 号とし， 第2 号から第 4号ま
富山大学長 小黒 千足
でを一号 ずつ繰り下げ， 第 1 号の次に次の一号を加え
る。
(2) 学校教育法第68条の2 第 3項の規定により学士
の学位を授与された者




1 この学則は， 平成4年 1月17日から施行する。
2 富山大学大学院学則の一部を改正する学Qi] （平成
3年 3月30日制定）の一部を次のように改正する。




国立学校設置法及び学校教育法の一 部を改正する法律（平成3年 法律第23号）， 大学設置基準の一部を改正す
る省令（平成3年6月 3日文部省令第24号）， 大学院設置 基準の一部を改正する省令（平成3年6月3 日文部省
令第25号）及び学位規則の一部を改正する省令（平成3年6月 3 日文部省令第27号）並びに富山大学学則の一
部を改正する学則及び富山大学大学院学則の一部を改正する学則の施行に伴い ， 学士を学位とするとともに ，









第 1 条 この規則は， 学位規則（昭和28年文部省令第
qベU噌EA
平成4年2月発行 学

























理 学 部 理 学
工 学 部 工 学
修士の学位に付記する専攻分野の名称













































Eョ（立� め Oメ三 H てと／： ’音：毛I; 1:1 牛； 百了11 年本「1 ｛立’z �＇ 上長： �干z. る政1 主会 � L℃ 氏ーそy ;/', ;}', fしニ 干品世’，＇.＂宇Y十： 







学位幸寸をる 修料士謀喜しr 学大u本空芋 ［… ！  ！ー：日 I 学




口 年氏（部追府） 限名名 o aι 月
山2
必叫A守EA




富山大学学位規則lが改正きれ ， 本学において学位を授与きれた者は， 学位の名称、を用いる際には， 「富山大
学と付記するものとする4とされたことに伴い， 制定するものである。
富山大学において学位を授与された者の学位名称、の使用に関する申合せ事項［平成4 年1 月17日 l
評議会決定j













本学における公開講座は， 1 講座につき1 5時間以上について実施するものとされていたが ， 社会人により広
く学習の機会を提供するため， 弾力化を図り ， 講座の開 設時間数については規定しないこととするため， 所要









第4条中第2 項を削り， 第3 項を第2 JI頁とする。
第 7 条第 l 項中「返付」を「還付」に改める。
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副司・ ��
前本学厚生課長近藤幸光氏は， 平成3年12月1 6日逝去（享年55オ）されま したが ， 同氏の生前の功績に対し ， 同
日付けで正七位に叙され ， 勲五等瑞宝 章が授与されま した。
司��＠）�
渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 自ヲ 期 間











学理学部勤務 ， 同25年 4月富山大学文理学部助教授，
同45年11 月文理学部教授 ， 同52年 5月理学部教授と





ま た ， 同氏は， ヒトテの個体発生の全過程を日本
で最初に明らかにし， この研究は， 今日においても，
なお高い評価を受けておりま す。 続いて ， 当時とし
ては画期的な免疫学的手法を分類学に導入してヒト





これらの功績により 同氏には ， 昭和 63年 4月に
「富山大学名誉教授」の称号が授与されていま す。
ここに ， 同氏の御冥福を祈り ， 謹ん で哀悼の意を
表しま す。
po 
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司昌三｝［！）
海外 渡航事務の取扱いを簡 素化
近年の教育研究の国際化の進展等 と こ れに伴う 人 的
交 流の活発化に伴い， 教職員の海外渡航はま すま す増
加 してきてお り ， 富山大学に お け る海外渡航者は， 外
国出張 ， 海外研修， 私事 渡航を合わせて ， 平成 3年 1
年 間 で1 5 1 件にのぼっていま す。
渡航事 務の簡素化のため， 平成 3年12月1 1 日 付けで
文部事 務次官通知による「海外渡航事 務の取扱いにつ
いて」が発出されま して ， こ れを受けて本学において
も ， 海外渡航事 務の処理に適切に対応 でき るよう手続
き等の合理化を図るため， こ のた び ， 「富山大学海外
渡航事 務取扱要領」を制定しま した。
同要領による主な改正 点は， 次の と おり です。
(1) 外国出張については， 海外渡航の承認手続き及び
旅行命令によって処理されていたが ， 今 後は， 旅行
命令のみ で処理する こ と にした こ と 。
(2) 海外研修については， 海外研修旅行の承認手続き
を廃 止し ， 教育公務員特例法第2 0条第2項の規定に
より ， 研修を海外にお いて行うこ と について ， 学長
の承認を受け る こ と と し ， 様式等を簡素化し ， 事 務
の軽減化を図った こ と 。
(3) 私事渡航については， こ れま で ど お り事 前に学長
による渡航承認は必要 ですが ， 様式等を簡 素化し ，
事 務の軽減を図った こ と 。
こ れに伴い， 海外渡航をされ る場合は， 渡航の必要
性 ， 種類 ， 目 的 ， 本務 と の関連性 ， 渡航先 ， 渡航の期
間 ・ 日 程 ， 渡航費用及び滞在 費の出所（経費について
は， 従来 ど お り ， 外国出張にあっては， 主た る経費の
負 担者は， 国 ， 外国の政府関係機関 ， 国際機関 ， 大学
等の教育研究機関 ， 公益法人その他公共 的機関に 限 る
もの と し ， 海外研修にあっては， 経費の負 担者は， 渡
航者本人 のほ か ， 外国の政府関係機関 ， 国際機関 ， 大
学等の教育研究機関 ， 公益法人 その他公共的機関に限
るもの と し ， 特に民間 企業や地方公共団体に負 担させ
てはならないこ と 。）， 不在中の職務の補充 ， 管理運営
面 の支障の有無等について留 意され ， 海外渡航事務の
適正な運用について ， 御協力をおl傾いしま す。
なお ， 「海外渡航事務の取扱いについて（通知）」
（平成 3年12月11日 付け文 人審第1 91 号文部事 務次官通
知）及び「海外渡航事 務の取扱いについて」（平成4
年2月 4 日 学長 裁定 ） については， 各部局 の庶務係又
は総務係に， 街l 照会 ください。
��ミ』ミJ
8 ～ 1 0 日 人事 関係事項説明 聴 取
本 11 ～12 日 大学入試セ ン タ 一 試験
1 4 日 成人職員への記念 品贈呈式
l月6 日 年頭の学長 挨拶 17 日 第6 回大学院委員会
6 ～1 0 日 在来生合宿研修（於 ： 志賀 高 原） 第 1 1 回評議会
7 日 平成4年度大学入試 セ ン タ ー 試験監督者説 第 3 回 国際交 流委員会
明 会（於 ： 教養部2 番教室） 寒中水泳健康診断
8 ～ 9 日 平成 3年 度服務制度等 説 明会（於 ： 金沢広 18 日 寒中水泳大会
坂合同庁舎） 2 0日 会計係長会議
- 17 一
平成4年2月発行 品拍手
2 1日 第1 0 回 大学教育改善検討委員会
第2 回 自 己点検・ 評価に関する検討委員会
人事 院任用監査
第 1 回入学試験実施委 員 会
第 l 回入学試験委員会
2 1 ～30日 平成3年度国立学校事務電算化基幹要員研
修会 B （第2 回）（於 ： 筑波大学山中共同
研修所）
22 ～31日 一般選抜入学願書受付
24日 国立大学協会第 l 常置委員会
27日 第 4 回学園 ニ ュ ー ス 編集委員会
27 ～31日 第33 田中部地 区 J S T  （ 基本 コ ー ス ）指導
者養成研修（於 ： 名古屋合同庁舎第2号館）
黒 田 講堂 施設設備担当者等講習会
28日 第6 回公開講座委員会
29日 富山大学公開 講演会「南極と私」（於 ： 黒
田講堂）
30日 第 3 回 教務委員会
第 3 回 学寮補導委員会
31日 入試担 当係長会議
人 文 学 部
1 月6 日 授業開 始





















10日 附属小学校第 3 学期始業式




16 ～22日 附属 小学校 ・ 附属中学校入学願書の受付







大学院経 済学研究科委 員 会















1月6 日 温交会新年祝賀 交歓会
7 日 係長連絡会
8 日 学部運営委員会
平成 4年2月発行 品千同 報 第330 号
大学入試セ ン タ 一 試験実施説明 会
1 1 ～ 12日 大学入試セ ン タ 一 試験
1 4日 博士課程設置準備委員会









8 日 将 来 計画委員会
教官配置検討委員会
13日 将 来 計画委員会
16日 将 来計画委員会
2 0日 補導委 員 会







附 属 図 書 館
1月21日 北陸地区 国立大学附属図書館会計担 当者会
議（於 ： 福井医科大学附属図書館 ）
22日 係長連絡会
24日 第2 回 附属図書館 自 己 点検 ・ 評価検討委員
b.、Z三
28日 I L L シ ス テム全国説 明 会（於 ： 名古 屋大
学附属図書館）
地域共同研究 セ ン タ ー
1 月 24 日 技術フ ォ ー ラ ム 「 技術開発の方法 を 探 る j
ハ同d－E4 




〈 統一標語 〉 「 毎 日 が 火の元警報 発令 中 」
〈 実施期間〉 平成 4 年 3 月 1 日 （ 日 ） ～ 3 月 7 日 （ 土）
〈 火の用 心〉 7 つの ポ イ ン ト
1 .  寝 た ば こ や た ば こ の 投 げ捨 て を し な い 。
2 .  子供 に は ， マ ッ チ や ラ イ タ ー で遊ばせ な い 。
3 .  風の 強 い と き は ， た き 火 を し な い 。
4 .  天 ぷ ら を 揚 げ る と き は ， そ の場 を は な れ な い 。
5 .  家の ま わ り に 燃 え や す い も の を 置 か な い 。
6 .  ふ ろ の 空 だ き を し な い 。
7 .  ス ト ー ブに は ， 燃 え や す い も の は 近づ、け な い 。
編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 
印刷所 あ け ぼ の 企 画 株 式 会 社
富 山 市住吉町 1 丁 目 5-18
電 話 （24) 1 7 5 5 附
